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畦面被覆の微気象に関する研究  

Ⅲ 被覆の資材・方法の相違が作物の生育に及ぼす影響（その1）  

鈴木 晴雄，上原 勝樹，宮川 秀夫  

STUDIES ON THE MICROMETEOROLOGY  

OF THE MULCHED GROUND SURFACE OF THE ROWS  

IIIE鮎ctsofthedi駄renceofthemulchingmaterialsandof  
themulchingmcthodsonthegrowthofthecrop（Partl）  

HaruoSuzuKI，MasakiUEH：ARAandHideoMIYAGAWA  

Inthepreviouswork，SOmeObservationsweremadetocleartheheatbalancesandthemicro－  

meteorologlCalpropertiesoftheblackvinylfi1mmulchedplot）thealuminumfoilmulchcdplot，  

andofthestyrofoamplatesmulchedplotwhichweremadeatthegroundsurfaceoftherow  
Inthiswork，theexperim＄ntSWeremade丘omMaytoAugust，1972，tOCleartheefrtctsofthese  

mulchingmaterialstothesoybeanplantswhichwereCultivatedattheexperimentfarm，KagaWa  
UniverSity，Japan 
Thesoybcanplantswerecultivatedineach丘veplots，namelythenomulchplot，thealuminum  

fbilmulchedplot）theblackvlnylfi1mmulchedplot）thenightmulchedplot）andthedayandthe  

nightmulchedplot 
The observations wer・e Performed especially with the relation between the underground  

temperatureandthesoybeangrowthThefo1lowlngreSultswereobtained．Therootnodules  
WCreWellgrowninthedayandthenightmulchedplotwhichthedailymaximumtemperature  
Ofthcundergroundisnotveryhighandthedirunalrangeissmall，andmostpoorgrowthofthe  
rootnoduleswasgainedintheblackvlnylfi1mmulchedplotlYieldsoffhtilescedweremost  
richinthcdayandthenightmulchedplottoo，andthisyieldsaccountedfbrabout30％increase  

COmParlngtOthatofthenomulchedplot  

前報においては，畦面被麗にAlbedoの著しく異夜った資材を用い，或いは断熱胡を用いて掛けはずしを行をった  

場合における，各処理区の熱収支・微気象特性について明らかにした 

今回は，それらの特性をもった被覆の，作物に対する影響をみるため，1972年5月から8月にかけて大豆の栽培を  

試みた 

既ち，裸地畦区，アルミ箔被覆区，黒色ビこt－ルフイルム被覆区，半被覆区および全被覆区の5区について行をい，  

とくに地温と大豆の生育との関係について考察した 

得られたおもを結果は，日収高温度が余り高くなく日較差が小さい区，既ち全被覆1真に根粒の発育がよく，黒色ビ  

ニ1－ルフイルム被覆区では最も悪かった 

また，子実の収量も全被覆I真に混も多く，それは裸地峡区の30％増しであった 

Ⅰ ま え が き  

前報（］．4）においては，Albedoの著しく異なった資材の．果色ビニ・－ル・7イルム，アルミ箔および断熱材の発泡スチ   
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ロ・－ル板を用いて畦面被覆を行をい，既ち，被覆の資材と方法を異にし，かつ作物を栽培しなかった場合について，  

各区における熱収支特性，並．びに微気象特性を明らかにした．   

今回旦 これらの各区に作物を栽培した場合，各被覆の資胡・方法の如何によって創り出される特殊を地上・地‾F  

環境が，作物にどのようを影響をもたらすかについて，検出を試みることにした．   

既ち，1972年5月から8月にかけて，大豆を栽培した場合の－・例についてその概要を報告する．   

をお本報告の概要は，1973年12月8日閉経の日本農業気象学会IP国四国支部会において講演発表した．  

ⅠⅠ実験の設備と方法  

前報（1‾4）の各実験を行なった香川大学農学部附属農場において，畦の長さ9m，巾06m，高さ 0．2mの東西畦に，  

前報と同じ資材を用いて次のような実験区を設けたい 即ち  

No．1：裸地嘘区（対照区）  

Noり2：002mm犀のアルミ箔被覆区  

No3：01mm停の黒色ピニ・－ルフイルム被覆区  

No4：半被覆区（18mm厚の白色発泡スチロ・－ル板を夜間被覆L，6～18時の昼間取り除く）  

No5：仝被覆区（同じ板を全日被覆）  

の5区を設けて，大豆（早生みどり）を栽培したなお栽培の模様はFig．1の如くである 

ngj Statusofthesoybeancultivatiol－（ユ1，√Julle，1972）  

5月7日に播種して，8月11日に収穫するまで実験を継続したそして各区における畦巾の中央部の株間において，  

地下■2cmふよび10cmの地温を，05mmのCu－Co熟電対を使用して，栽培期間中電子式自動平衡記録計に接続し  

て連続自記させたまた，地温を測定した各探さから土壌を採取し，炉乾法によって含水率を測定した．生育調査は  

播種後40日目の6月15日，同じく60日目の7月7日および収挫時の8月11日における計3回行ない，また茎長の調査  

は7日毎に行なった．   

全実験期間を通じて，各区ともに無肥料で栽培し，また，かん水も毎回等塁宛行をい，栽培管理に当っては各区と  

も同一・条件にをるよう特に注意を払った．  

ⅠⅠⅠ実験結果並びに考察   

1．生育期間中における地温  

（1）地温の日変化   

播種日の5月7日，播種1カ月後の6月6日，同じく2ケ月後の7月8日における地下2cmおよび10cmの温度  

日変化を示すとFig．2～4の如くである 

まず，5月7日の日変化を示したFigl2についてみると，当日は日照時間104時間，，日射量561cal・Cm－2・day，1   
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Fig2”DiurnalvariationofundclgrOundtcmperatule（7，May，1972）・  
No．1：Nomulch plot，Nol2：Aluminum fbilmulched plot，  

No3：Blackvinylfilm mulchcd plot，NoII4：Nightmulched  

plot，No‖′5：Dayandnightmulchedplot”   

の晴天で，各区における地温の特性がよく現われている 

即ち，地‾F－2cmの温度日変化は，No1の裸地畦区においては他の区に比べて夜間の放熱が顕著で，20時附近を  

除いて夜中投も低温を示し，滋低温度は10。90Cであった、．被覆区においてはNo4の半被覆区が夜間に最も高温を  

示している．これは，前報（4）の如く半被覆区は夜間被覆を行ない放熱を抑制し，昼間取り除いて受熟を促進させたか  

らである．   

しかし，昼間の温度はNo．3の黒色ビニールフィルム被覆区が最も高く，ついで半被麗区，裸地瞳区，Nol2のア  

ルミ箔被覆区の順で，No、5の仝被覆区が最も低く，日放高温度はそれぞれ37．3，34、3，30。9，281，20－80Cであった．  

全被覆区が最も低温を示したのは発泡スチロール板の顕著な断熱作用によるものであるい   

日較差は黒色ビニールフィルム被覆区が最も大きく，ついで裸地畦区，半被覆区，アルミ箔被覆区の順で全被覆区  

が最も小さく，その値はそれぞれ22L3，犯0，17．3，11．6，5∩3◇Cで，日較差の最も小さかった全被覆区では，最も大  

きかった黒色ビニーリレフイルム被覆区の約1／4であったい   

地‾T：－10cmにおける地温日変化についてみると，地下2cmと同様を傾向を示しているが，各区ともに地下2cmよ  

り最高温度は低く，佼低温皮は高い、またそれらの起時もおくれている。これらは被覆の資材・方法の相違によって  

熱伝導の様相が異をることを示すものである小   

また，臼較差も減少しているが，地下2cmと同じく黒色ビニールフィルム被覆区，裸地瞳区，半被覆区，アルミ  

箔被覆区，全被覆区の順でそれぞれ12．5，11．0，8．6，6．0，3．70Cを示している．．   

次に，播種1ケ月彼の6月6日における地温日変化を示したFigl・3についてみる‘当日は日照時間11・・6時間，日  

射盈552cal・Cm‾9・day‾1の晴天で，各区における地温の特性が発現されやすい条件7■にあった・・   

しかし，各区における地温の日液高・最低温度は，播種当時の5月7日に比べると地下2cm，10cmともにヤや昇   
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Fig．3．Diurnalvariationofundcrgroundtempcrature（6，．June，1972）・   

温しているが，地温日変化の較差はかえって減少し，また各区間における温度差も小さくなっている．即ち，地温日  

変化較差の現われ方は，地下2cm，10cmともに播種当時と同じく黒色ビニールフィルム被覆区，裸地睦区，半枚覆  

区，アルミ箔被覆区，全被覆区の咽であるが，その債は地下2cmではそれぞれ162，17，．4，159，10．2，5．10C，地下  

10cmではそれぞれ9，7，96，86，5．9．260Cと何れも減少している．   

即ち，この時期にはTablelの如く大豆の茎長が約15cmに生長していたので，地温の変化にその影響が現われて  

Tablel．Meanheightsoffivesoybeanstcms（cm）  

Remark：No・1‥No mulch plot，No′2：Aluminum fbilmulched plot〉 Noハ3：Blackvinyl負Im  
mulchedplot，No‖4：Nightmulchedplot，Nol5：Dayandnightmulchedplot   

きた“つまり大豆の茎葉が次第に繁茂して株間畦面へ達する日射急が減少し，いわゆる植被による自己マルチの作用  

が現われ始めたものと思われる．   

次に，播種2カ月後の7月8日における地温日変化を示したFig‖4についてみる．当日は日照時間6．8時間，日射  

盈385cal・Cm－2・day．1の曇り一・時晴れであったぃ   

この時期には大豆の茎葉が更に繁茂し，生育のよい区においては茎長が35cmに達した付 従って，疎開畦面への日  

射が遮断されて，Fig．4の如く地下2cm，10cmともに地温の日変化は微弱で，また各区間における差異も小さくな  

ってし（る．   

即ち，当日は盈り一博晴れの天気ではあったが，日録高温度の最も高かった半被覆区においては地‾F■2cm，10cm  

それぞれ30．7，28．30C程度であった．．また地温の日較差は，地下2cm，10cmにおいてともに黒色ビニールアイル  

ム被覆区，半被覆区，裸地畦区，アルミ箔被覆区，全被覆区の順で，それぞれ48，4小7，4・4，3小8，1‖80C；3・・0，2小7，  

2‖6，2い0，1．40Cを示し，何れも播種当時の備に比べて顕著に減少し，かつ地温日較差の各区間における差異も極め  

て小さい．これも大豆の茎葉繁茂による自己マルチの作用が顕著に現われた結果であると考えられるレ   
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（2）地温の半句別変化   

各区における大豆の栽培期間中の地温は，被覆の資材・方法の相違，大豆の茎葉繁茂の状態などに加えり 気象環境  

条件の相違から生ずる株間畦面における熟の授受機構に関係するい 従って，晴・盈・風・雨などの天気の状態に大い  

に支配されるので，とくに天気の持続性および週期性などから考えては‾～），旬間平均ヤ月平均をとるより，半句平均  

をとって考察する方が，天気の移り変りを示す上にも，またそれによる各区の特性ヤ相違を適格に表示する上からも  

意味があると考え．られる．   

上述の理由により，栽培期間中の地温観測結果から，5月7日から7月3川までの，地下2cmおよび10cmの地  

温について，その半句平均日長商および最低温度を示すとTable2の如くで，また半句平均温度および単旬平均温度  

日較差を示すとFig‥5～6の如くである．  

i）半句平均温度   

まずFig．5に示した地下2cmにおける各区の半句平均温度についてみる．月日の経過につれて各区とも地温には  
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Fig‖5．Variationofthcfivc・ldayavcrageofundergroundtempeェatureduring  

thesoybeancultivation 

頁uctuationがみられるが次第に上昇しているそして温度変化の谷は雨天または曇天の多かった半句に対応するもの  

であるい そして月日の経過につれて，各区間における地温の差異ほ減少している，即ち，大豆の生育初期には疎開畦  

面への日射の透過が良好で，－・般裸地と同様にそこが熟授受の主たる作用面とをり，各被覆の特性が顕著に現われ，  

従って，その時期には各区間における地温の差異は大きい．しかし茎薬の繁茂が進むにつれて，熱投受の主たる作用  

面は次第に草冠附近に移行して，株間瞳面における熟授受の作用は弱くなり，従って各区間における地温の差異は次  

第に減少してくる．   
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次に，各区における地下2cmの地温変化を詳細に考察する．播種当時から生育の初期にかけては，Nol3の黒色  

ビニール・7イルム被覆区がNo．4の単被覆区より半句平均で約lOC高く経過し，全区の中で最も高温を示している．  

しかしその後生育が進むにつれて半被覆区との温度差ほ小さく，6月の第2半句から生育の最繁茂期を中心に半被覆  

区が高く，全区の中で最も高温で経過し，この期間には両区の温度差は最高約lOCに達している・しかしまた成熟  

期に近ずき次第に下葉から枯れ始めた7月の第3半句より，再び黒色ビニ・－ルフイルム被覆区が高く，全区の中で最  

も高温になっている即ちこれは，生育の初期には畦面へ日射の透過が良好で裸地に近く，Albedoの小さい黒色ビ  

ニ・－ルフイルム被覆区が最も高温を示したものと考えられる．しかし生育が進み茎葉が繁茂してくると，畦面への日  

射が次第に遮断され，従ってAlbedoの差が地温におよほす影響は微弱となり，そのため半被覆区の地温が高く現わ  

れたものと考えられる小 また，成熟期に至って次第に下葉から落莫し始めると，瞳面へ・日射の透過が良好となり生育  

初期の状態にみられたように，再び黒色ビニ・－ルフイルム被覆区の地温が高くなったものと考えられる…   

次に，全区を通じて低温で経過しているのは，No5の仝被覆区とNoい1の裸地畦区であるが，両区の温度差は小  

さく，差が大きいときでも0．50C程度である．しかし6月の第3半句までは全被覆区の方が低く，全区を通じて最  

も低温を示している小 6月の第4半句から7月の第1半句にかけては裸地畦区が低くなり，全区中で最低温度を示し  

ている．以後両区の温度差は小さく，普遍性はみられをい．即ち，生育の初馴こ全被覆区が最も低鱒で経過している  

のは，全日被覆のため断熱効果によるものと思われるい また，茎葉の繁茂期には両区とも畦面への日射が遮断され，  

全被覆区では畦面からの潜熱損失が遮断され裸地睦区との差が現われたものと考えられる．．   

No‖2のアルミ箔被覆区は，全区の中でほほ中間の地温で経過をしている“即ち，生育初期には半被麗区に近く，  
繁茂期には黒色ビニ－ルフイルム被覆区に，また成熟期には再び半被覆区に近い変化を示している。   

次に，各区における地下10cmの地温についてみると，地下2cmにおける場合と同じ傾向を示している・しかし  

全被覆区では全期間を通じて汲も低温で経過しており，裸地政区がそれに続いている  

ii）半句平均温度日較差   

Fig6について，地下2cmにおける半句平均温度日較差の変化をみると，各区間の差異は生育初期の頃に大きく，  
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temperatureduringthesoybeancultivation 

かつその期間には較差の借も大きく現われている．茎葉繁茂時期の6月第4半句から7月第5単旬頃には較差の倦も  

小さく，また各区間における差異も小さい・この時期においては茎葉繁茂のため，睦面への日射が遮断されたこと，  

さらに加えて梅雨時馴こ当ったこと等が原因と考えられる，従って，7月第6半句からの故差の増大と，各区間にお  

ける差異の増加は，成熟期における下乗の落莫によって畦面へ日射の透過が良好にをったことを示すものと思われ  

る．   
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次に，各区における目敏差の特性についてみると，金被覆区においでは全期間を通じて二日較差は汲も小さく，とく  

に6月第4半句から7月第5半句までの繁茂期にはさらに小さく約1．50Cを，その他の時期には約3．00Cを示して  

いるい 裸地畦区と糸色ビニールフィルム被覆区においては，繁茂期を除いて他の各区より自校差は何れも大きい．そ  

して生育のごく初期をすぎると裸地瞳区の較差が僅かに大きく，全区中位大で9～140Cを示している半被覆区に  

おいてほ，生育初期や成熟期には裸地瞳区ヤ黒色ビこ・－ルフイルム被覆区より小さく 6～1lOCを示している．これ  

は断熱材によって夜間の放熱を抑制しているためであろう、アルミ箔被覆区においては，さらに単被覆区より全期間  

を通じて日較差は小さく，生育初期には6～9OC，繁茂期には2－50Cを示している”これはAlbedoがとくに高かっ  

たためと思われる．   

次に，各区における地下10cmの目敏差についてみると，旬別変化の模様ヤ各区の特性は地下2cmにおける場合  

と同じ傾向を示しているが，全般的に日較差は減少していることである．  

iii）半句平均日最高および最低温度 

地下2cmにおける半句平均日最高温度についてみると，Table2のように，月日の経過につれて各区とも且uctu－  

ationはみられるが次第に上昇している1また温度変化の谷は雨天または鼻天の多かった半句を示している1．そして  

生育初期には各区間の温度差が大きく，繁茂期にをると減少し，成熟封那こは黄変落葉して再び各区間の温度差が大き  

くをって1ハる．   

6月第1単旬頃までほ，黒色ビニールフィルム被覆区が最も高温で28′－320Cを示し，次いで半被覆区が25～  

29OC，裸地畦区が24～280C，アルミ箔被覆区が23～270Cで，全被覆区ほ最も低く20～220Cを示している．．この時  

期には畦面への日射の透過が良好で，Albedoの小さい漁色ビ＝l1－ルフイルム被覆区の地温が半覆区より高く，叔高  

を示したものと思われる．．  

Table2．．Maximumandminimumundcrgroundtcmperature（OC）inthe員vc－dayavcrageduring  
thesoybeancultivation  May，1972  

．June，1972  

2 i 10 2 i 10 

三：1一 三こ；  

l、 

づ．ミ・ご‡一三■三  ‾  
至訂「「雨音T煎  
23．0【23．0   

「烹丁票  …芸て≡l…‡二喜  
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6月第2半句から7月第2半句にかけては，半被覆区が最も高く26～340Cで，次いで黒色ビニ・－リレフイルム被覆  

区が25～320C，アルミ箔被覆区が24～31OC，裸地畦区が24～3OOC，仝被覆区は最も低く22～26OCを示している．こ  

の時期には茎葉の繁茂が進み最繁茂期を迎えるので，畦面への日射が遮断され，Albedoの地温への影響ほ微弱とな  

って，かえ．って半被覆の効果が勝るようになり，半被覆区が汲も高温で経過するようになったものと考えられる．以  

後成熟期にをってくると再び生育初期のような分布型にもどる小 金被覆区は全期間中最低温度で経過しているが，こ  

れは顕著な断熱作用の結果と考えられる．   

次に，各区における地下■10cmの日最高温度についてみると，各l真とも全般的に温度は低下しているが，分布ヤ変  

化の傾向は地下2cmの場合と同様である．   

各区における半句平均日長低温皮を同じくTable2についてみると，地下2cmにおいては，日放高温度の場合と  

同様に月日の経過につれて且uctuationはみられるが次第に上昇している．   

裸地畦区においては，夜間の放熱が良好で全期間を通じて各被覆Igより低く最低を示している各被覆区間の温度  

差は小さいが，被覆区と裸地畦区との温度差は5～6月に大きく2～40Cで，7月には小さく1～20Cを示している．   

被覆区間の温度差は小さいが，半被覆区では殆んど全期間を通じて最も高温で経過しているい これは夜間の放熱を  

抑制しているからであろう∩   

次に，各区における地ll■10cmの地温についてみると，その分布や変化の枚様は地T2cmの場合と同じ傾向を示し  

ている．しかし被覆区と裸地畦区との温度差は減少している．  

（3）被覆区と裸地畦区の地温   

各処理区の地温は，大豆の生長繁茂に従って，また将・雨など天候の状態によってその分布や変化は一・梯ではない．  

しかし，生育の各段階毎に各区の特性を検出するため，各被覆区の特性がそこの地温に発現され易い晴天日成いはそ  

れに近い日を各月10日宛選んで，対照区の裸地畦区と各被覆区との地温の関係式を求めた．   

計算は，日平均地温について行をい‖ 各区における地下10cmの測定値を使用した．   

地下10cmにおける各被覆区と裸地畦区との関係式は（1）～（3）式の如くなった．   

即ち，生育初期の5月においては  

γ2＝0．66£1＋8．25 （r＝072）  

γ3＝1り12£1＋0小46 （γ＝0．92）  

γ4＝0，82れ＋5。33 （r＝072）  

ツ5＝053．£1＋8．41 （r＝055）  

（1）   

但し，エ1は裸地畦区における地下10clllの万平均温度，．）′2，．γ8，γ4，γ5はそれぞれNo．2のアルミ箔被覆区，No．3  

の黒色ビニールフィルム被覆区，No・4の半被覆区およびNo．5の全被覆区における地下10cmの温度，rは相関係  

数である 

同じく生育中期から繁茂朋の6月においては  

ツ2＝088．£1＋43‘7 （r＝093）  

γ8＝0．83£1＋6．07 （r＝0、88）  （2）   
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（γ＝093）  

（γ・＝082）  

（γ＝082）  

（r・＝094）  

（γ＝087）  

（7＝0．94）  

γ4＝0．89El＋464  

γ5＝070鴛1＋608  

γ2＝096El＋136  

ツ3＝098．£1＋1．49  

γ4＝058£1＋1175  

γ5＝063£1＋889  

で，成熟期にかけての7月には  

（3）   

の如くであった．   

ここに，れ，γ2，γ8，γ4，γ5は（1）式と同じ区を現わしたものである‖   

これらによると，5月には裸地畦区におけるlOCの地温変化に対して，黒色ビニ・－ルフイルム被覆区は1120Cで  

あったが，他の各区ではlOC以下であり，特に全被覆区とアルミ箔被覆区との差は小さい・即ち，この時期には  

Tablelの如く茎長も低い時期で，畦面へ日射の透過がよく，Albedoの小さい黒色ビニールフィルム被覆区の温度  

変化が大きいことがわかる。．そしてAlbedoの特に大きいアルミ箔被覆区では変化が小さく，仝被覆区に近い。半被  

覆区では両者のほほ中間にある1   

次に，生育の中期から最繁茂期にかけての6月には，Tablelの如く茎長は9cmから34cmに繁茂し，畦面への  

日射は次第に遮断され，従って被覆資材のAlbedoの相違が地温に与える影響は弱くなり，（2）式の如く裸地畦区に  

対す・るアルミ箔被覆区，黒色ビこ・－ルフイルム被覆区の温度変化はほぼ等しくなる，また半被覆区，全被覆区におい  

ても同様で，結局これらの時期には自己マルチの影響で，ズ1の係数は各被覆区間の差が小さく，かつ1より小さい  

即ち，畦面における熱授受の作用が微弱になる   

次に，生育の最繁茂期から成熟期にかけての7月においては，（3）式の如くであった即ち，成熟期になると次第  

に黄変落葉して，茎長変化もTablelの如くなってくる従って，睦面へ日射の透過が次第によくなり，地温への影  

響が次第に強くなる条件が揃ってくるしかし，7月上旬頃は繁茂期で白己マルチの作用が強く，かつ梅雨末期等の  

影響も加わって，結局（3）式の如くなったものと思われる．  

2．大豆の生育並びに収墓   

前述の5区即ち，Nol：裸地畦区，No2：アルミ箔被覆区，No3：黒色ビニ・－ルフイルム被覆区，No4＝半被覆  

区，およびNo5：全被覆区に大豆（早生みどり）を1972年5月7日に播稀し，8月11日に収穫したその間各区と  

も無肥料で栽培し，かん水も毎回等量宛行ない，各区同一・条件にをるよう注意して栽培管理を行なった・   

ここには以上のような畦面被覆の資材・方法の相違が，そこに栽培された大豆の生育・収監に如何なる影響を及ぼ  

すかについて述べる。   

まず，各区における土壌水分であるが，播種当時の5月10日においては，各区土壌の含水率は，No1からNo5  

までそれぞれ地下2cm：140，182，141，147，144％，地下10cm‥184，196，190，187，185％を示し，  

地下10cmの含水率が何れも高かった．そして各探さとも被覆区が裸地畦区より土壌水分は多いこれは被覆物によ  

る蒸発の防止作用によるものと思われる、   

また，茎葉繁茂期の6月10日，7月17日にも含水率の測定を行をった各区間における土壌の含水率は，地下2cm  

では17～22％，地下10cmは20～23％，同じく7月17日にはそれぞれ16～18％，17～19％の差を示していた」即ち，  

地下10cmの含水率が地下2cmより何れも高い．しかしその頃には各被覆区の含水率が裸地畦区より1～2％低か  

った．これは被覆物による降雨遮断の影響によるものと考えられる   

大豆は各区とも一・夜浸漬した種子を2粒宛条間30cm，林間20cmに5月7日播種した，播種鼠は各区184粒宛とな  

った発芽開始は各区とも5月10日で，初日の発芽数はNo．1からNo5までそれぞれ1，15，25，12，8個体であ  

ったその後5月15日までの合計における発芽率ほNo，1からNo5までそれぞれ565，335，500，535，290％  

で，最も多いのは裸地畦区で，仝被覆区は最も少をく，アルミ箔被覆区はそれに次いでいた即ち，発芽率が50％以  

上を示したのは，多い順に裸地畦区，半被覆区，黒色ビニールフィルム被覆区であったが，それらの区では何れも播  

種から発芽当時の地温日較差がFig6からわかる如く，他の少なかった2区即ちアルミ箔被覆区，金被覆区に比べ  

て大きく，Table2からわかる如く，日最高地温も高かった．また発芽率の最も悪い全被覆区においては，全区を通  

じて日較差は股も小さく，日並高ふよび日平均地温も滋低を示していた（Fig5～6，Table2参照）1従って大豆種子   
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の発芽は，地温日較差の大小，地温の高低に塘接な関係があることがわかるなお，発芽後は間引きを行ない，また  

不発芽のところは神格して1株1本立とした．   

次に，大豆ほ発芽後2～3週間巨＝こなると根に根粒がみられるようになる．播種後約40日臼の6月15Elに各区にか  

ける根粒重の調査を行なった．その結果はTable3の如くで，これは5株当りの合計量を示したものである  

Tablc3 rotalwcightsofrootnodulcinfivesoybcanhills（g）  

No1 【  No2  】  No3  No4  】  No5   

：：ご、：  
f吏cshwcight  
driedweight  

Table3についてみると，根粒の生重・乾物重ともに全被覆区にお車ては36，13gで最も多く，黒色ビニ1－Iルフ  

イルム被覆区は08～03gで股も少なかったこれらを裸地畦区に比べると，重要においては，最も多かった全被  

覆区では12倍，政も少なかった黒色ピニ、－ル■フイルム被覆区では03倍，また乾物重ではそ■れぞれ19，04倍であっ  

たいま，黒色ビニ・－ルフイルム被覆区と全被覆区における根粒付着の状態を示すとFig7の如くである．  

Fig7 Statusofrootandrootnodulc（11，August，1972）A，black  
vlnylfi1mmulchedplotB，dayandnightmulchcdplot  

根粒の乾物重は地温が18～330Cの広い他聞にわたっですぐれ，特に地温が240Cの時に最高を示すと報告（8）され  

ているが，例えばTable2の5月における半句平均日放高温度をみると，‥取色ビニ1－ルフイルム被覆区では300C以  

上のElが多く，一方全被覆医Lでは2lOC前後で経過して両区の聞には約100Cの差があった。またFig5の半句平  

均温度においてもTL別宴間には3←40Cの差がみられる．さらに，Fig．6の馴錠剤こついても，100Cと顕著な差を示  

した日数が多かったこと等から，根株は追高地温があまり高くなく，日較差が小さい場合においてその発達が促され  

たものと思われる   

次に，地上部重と地r部垂を6月5日，並．びに7月7日に測定した結果はTable4の如くであった．をおL衷には5  

株平・均で示してある   
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Tablc4．Totalweightso‖ivesoybeanhills（g）  

第28巻第60号（1977）  

Remark：a：f王eshwcight b：driedwcight  

まず，地上部蛮についてみると，6月15日の結果では，生垂は半被覆区を除いて何れも裸地畦区より被覆区の方が  
大で，最も大望いのは黒色ピこt－ルフイルム被覆区で，裸地畦区の約2倍の137gであった．半被覆区は裸地畦区よ  

り小さいがその差は僅かである．．乾物重においては例外なく裸地畦区より被覆区が大で，生蕃の最大であった巣色ビ  

ニ・－リレフイルム被覆区に最大で，裸地畦区の約2．4倍の28．9gであった， 

7月7日においては，地上部要は何れも6月の結果より全般に増加しており，生蛮は何れも被覆区が裸地畦区より  

大きく，最大を示した黒色ビニ・－リレ17イルム被覆区においては約25倍の761，5gで，また小さい区でも2倍に近い  

値を示している．．また乾物蛮の最大はやはり黒色ビニ－ルフイルム被覆区の31．9gであったが裸地睦区とほほ等し  

く，他は何れも裸地峡区より僅かに小さかった．   

次に，地下部重についてみると，6月15日における各区の傾向は何れも明確ではないが，7月7日の調査結果では，  

生蛮は地上部重と同様に，被覆区は何れも裸地畦区より大きく，最大を示した黒色ビニール■フイルム被覆区において  

は，裸地畦区の約2．4倍で，他の区でも約2倍に近い億を示している巾 乾物重についても同様に被覆区が大きいが，  

虫垂の最大を示した黒色ビニーリレフイルム被覆区は裸地畦区の26倍であったが，アルミ箔被覆区が僅かに大きく最  

大であった．  

以上の如く，地上部重・地F部塞はともに裸地畦区に最も小さかったが，これはTable2に示した日放低地温の半句  

平均をみると，裸地畦区においては，栽培全期間を通じて全区中最低で経過していることと関係があるものと思われる・   

また，黒色ビニ・－・ルフイルム被覆区における地上部蛮・地7部蛮が，他の各区に比べて最大を示したのほ，Fig・5，  

Table2に示した如く同区の日平均温度，日最高温度が他の各区に比べて殺も高く経過したことに関係があるものと  

考えられるu   

次に，8月11日の収穫時に行なった収盈調査の結果はTable5の如くであった小 この表は10株平均で示してある・   

Table5についてみると，まず英数・枚数は，半被覆l賞，全被覆区が他の各区に比べて約10％多く，裸地畦区では  

Tablc5．Yieldofthesoybcanatharvcsttimc（11，August，1972）  

被覆区4区の中間にある“しかし，子実重畳は裸地畦区より被覆区の方が何れも多い．捌こ全被覆区においては  

19．9gで最大を示し，裸地畦区の1．3倍であった．次いで宰被覆区は189gで12倍，アルミ箔被覆l塞は174gで11  

倍，しかし黒色ビニ、－ル・7イルム被覆区は16．Ogで1．03倍で裸地畦区と殆んど変らをかった・・   

をお，Fig．6に示した日較差をみると，裸地瞳区と黒色ビニーリレフイルム被顧区では，生育のごく初期以後は両区  

の差は僅かで，かつ他の各区に比べて何れも大きい値を示している、それに比べて，子実重量の最も多い全被覆区に  

おいては，日較差が最も小さく経過している．これらのことから子英霊盈には地温の日較差が大きな影響をしている   
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ものと思われる．   

次に，百粒蛮についてみると，裸地畦区より被援区が何れも大きい値を示しているり そして，黒色ビニールフィル  

ム被覆区と仝被覆区が最高で，それぞれ3042，3046gを示しともに裸地畦区の1．3倍であった，次いでアルミ箔被  

覆区は2849g，半被覆区は276いOgでともに1，2倍であった．これから－・粒当りの重畳が大で，品質の良いのは黒色  

ビニー ルフイルム被覆区と仝被覆区であると言えようい   

また，粒茎比を求めてみると，黒色ビニールフィルム被覆区および裸地畦区では小さかったが，他の区特に半被覆  

区では369と大きかった巾   

以上のように，大豆の生育・収蕊に対する地温の影響は大きく，また大変複雑である．大豆の生育と温度との関係  

については，夜混が地上部並びに地下部の発育におよほす影響，温度較差と結実との関係等の報告（9‾11）があるが本  

報告においては，実験の方法・品種の相逮等に加え，主として地温との関係についての圃場試験であったので，得ら  

れた結果を以上の諸報告と直接対応させることば困難であった．  

ⅠⅤ む  す’ ぴ  

この研究は，従来から経験的に行なわれている畦面被覆栽培において，より効果的な被覆の方法ヤ被覆資材の種類  

などを開発するための基礎的研究である‖   

前報においてはAlbedoの極端に違った資材，即ち黒色ビニー・）レフィルムおよびアルミ箔を用い，また断熱材の発  

泡スチロール板を用いて掛けはずしを行なう等，被覆の賢羽・方法の相違による各処理区の微気象，熟収支の特性を  

明らかにした．   

今回は，それらの特性をもった被覆の作物に対する影響をみるために，1972年5月7日から8月11日まで大豆の栽  

培を試みた．   

得られた結果を要約すると次の如くである∩  

（1）香川大学農学部附属農場において，「口60cm，高さ20cm，長さ9mの束西畦に，1睦1区としてそれぞれ裸  

地畦区，アルミ箔被覆区，黒色ビニールフィルム被覆区，断熱材を用いた半被覆区および全被覆区の5区を設け大豆  

を栽培した小  

（2）各区の畦巾中央部の株l馴こおいて地下2cm，10cmの温度を熱電対温度計を用いて全期間連続記録し，地温  

の日変化，半句別変化について，大豆の生背との闘述において考察した‖  

（3）地温の各区における分和ま，大豆の生育繁茂との関係で単純ではないが，全期間を通じていえることば次の  

通りである．   

日平均温度は裸地畦区と全被覆区間の差は僅かで，ともに最も低温で経過した．．日成高温皮は企被覆区が放も低く，  

また日放低温皮は裸地畦区が最も低く，半被覆区が最も高かったい 自校差は全被覆区に最も小さく，アルミ箔被覆区  

はこれに次いで低く経過したい  

（4）根粒蛮は仝被覆区が混も多く，旗色ビニーリレ■フイルム被覆区に投も少なかった．各区における地温の考察か  

ら，根粒は日放高温皮が余り高くなく，日較差が小さい区にその発達が促されたものと考えられる．  

（5）子実の収量は，金被覆区が汲も多く裸地畦区の約30％増しであった，これほ仝被覆区の日軟差が最も小さか  

ったことに対応し，それが収塩に好結果を与えたものと思われる   

おわりに，本実験を行をうに際して，本学部作物学研究宝木暮秋助教授から，栽培に関して多くの示唆を戴いた．  

ここに記して感謝の怒を表する次第である小  
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